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長崎県
成果発表会 発表資料

文部科学省委託事業
令和５年度 地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働ネットワーク構築事業

（ＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク構想）

長崎県教育庁教育DX推進室
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取組の背景となる課題、取組の目的
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令和３年度：先進校から指定校３校への遠隔授業

・壱岐高校から日本史等の遠隔授業の配信

・遠隔授業の相互配信に向けたＩＣＴ機器の整備

令和４年度：指定校３校による遠隔授業（相互配信の試行）

・宇久高校、奈留高校、北松西高校による、１年生の必履修科目「歴史

総合」と「地理総合」の相互配信

・壱岐高校によるモデル授業の配信、相互配信に関する助言

令和５年度：指定校３校による相互遠隔授業（単位認定を伴う相互配信）

・単位認定を伴う毎時間の遠隔授業の相互配信

・定期考査の共通実施、評価に係る様式・手順の統一

・指定校間の連絡調整体制の整備、強化

・受信校における支援員のマニュアルを作成して役割を明確化

１．「教科・科目充実型」の遠隔授業など、ＩＣＴも活用した連携・協働の取組

（１）３年間の遠隔授業の配信・受信の概要

具体的な取組の内容と検証



１．「教科・科目充実型」の遠隔授業など、ＩＣＴも活用した連携・協働の取組

（２）遠隔授業における配信・受信の体制

具体的な取組の内容と検証

・相互配信型・・・単位認定を伴う相互配信（令和５年度～）

・ハイブリッド型…生徒の反応や取組の状況を把握しながら授業を進行

・EdTechサービス（「MetaMoji ClassRoom」）の統一運用

宇久高校

奈留高校

北松西高校

歴史総合

地理総合
地理探究

北松西高校

宇久高校

奈留高校

歴史総合

受信の様子
（北松西高校）

受信の様子
（宇久高校）

受信の様子
（奈留高校）
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１．「教科・科目充実型」の遠隔授業など、ＩＣＴも活用した連携・協働の取組

（３）円滑な遠隔授業の配信・受信のための学校間運営体制

具体的な取組の内容と検証

①オンライン担当者会による
情報共有と連絡調整

・Microsoft Teamsによる
チーム（地歴科担当者会、
教務主任会、探究学習担
当者会等）の整備と、定期
的な合同担当者会の実施

「CORE遠隔授業における業務一覧および分担」

業務内容 教務主任 授業者 支援員 備考

年度当初

教育課程作成 ○ ※前年度

時間割作成 ○

使用教室・機器の整備 ○ ○ ○

年間指導計画・評価計画作成 ○

年間指導計画・評価計画の周知 ○

授業

時間割の調整 ○ ○ ※各月

配信計画の作成・共有 ○ ○ ※各月

時間割変更 △ ○ ○

授業プリント・課題の作成 ○

授業プリント・課題の配付 ○

出欠管理 ○

授業中の観察 ○ ○

通信トラブル等の対応 ○ ○

事後視聴

視聴時間の設定 △ ○ ○

生徒への指示 ○ ○

視聴機器の準備・視聴の実施 ○ ※一斉視聴の場合

考査

考査時間割作成 ○

考査問題作成 ○

考査問題及び答案の送受信 ○ ○

考査問題印刷 ○

考査出題（質問受け） ○

成績処理

評価シートの作成・周知 ○

評価項目・基準の設定 ○

評価の実施 ○ ※授業者基準

評価の換算 ○ ※受信校基準

相互訪問

対面授業の計画 ○

日程調整 ○(訪問先) ○

課題作成（訪問先以外） ○

課題配付・監督（訪問先以外） ○

科目選択
各科目の内容説明 ○

科目選択についての説明
（遠隔授業の諸注意含む）

○

・教務主任会を中心として、
「遠隔授業に関する業務
一覧および分担」を整備
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１．「教科・科目充実型」の遠隔授業など、ＩＣＴも活用した連携・協働の取組

（３）円滑な遠隔授業の配信・受信のための学校間運営体制

具体的な取組の内容と検証

②定期考査を共通で実施

③遠隔授業の「支援員マニュアル」を作成

・文部科学省の『遠隔教育システム活用ガイ
ドブック』等を参考に、「支援員マニュアル」を
作成して役割を明確化

・教務主任を中心として、指定校における評価
についての様式の統一や、評価に係る手順
を整備

考査実施に当たっての
詳細な手順書を作成

「支援員マニュアル」（一部）
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１．「教科・科目充実型」の遠隔授業など、ＩＣＴも活用した連携・協働の取組

（４）成果と課題

具体的な取組の内容と検証

①同時双方向・ハイブリッド型の授業

〇目の前に自校生徒がいるため、常に反応や取組状況の確認が可能

〇教員が相互に授業を見る機会の増加による指導力の向上

△対面の生徒と画面越しの生徒への同時対応による負担

②EdTechサービス（「MetaMoji ClassRoom」）の統一運用

〇生徒の学習状況のリアルタイムでの把握と即座の指導

〇学校を越えたリアルタイムでの成果物等の共有

△有料サービスの費用負担

画面共有を使った
学習内容の共有と
やり取り

MetaMoji
Classroomによる
学習状況の把握
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１．「教科・科目充実型」の遠隔授業など、ＩＣＴも活用した連携・協働の取組

（４）成果と課題

具体的な取組の内容と検証

③単位認定を伴う毎時間の遠隔授業の相互配信

○授業者と生徒の信頼関係の醸成

○学校を越えた、生徒同士の人間関係の広がり

△授業者の授業準備等の負担の増加

△離島の不安定な通信環境への対応

④指定校間での教育課程の調整による、地歴科の授業における

最大限の科目数の開講

〇教員が専門科目の指導に専念できる環境の創出

〇生徒の学びの選択肢の増加

△生徒の科目選択により配信教員の授業が他校への配信のみ

となる場合の対応
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１．「教科・科目充実型」の遠隔授業など、ＩＣＴも活用した連携・協働の取組

具体的な取組の内容と検証

⑤定期的なオンラインでの担当者会による情報共有と連絡調整

〇指定校間の行事等にも最大限対応した遠隔授業の時数確保

△各学校が配信と受信を担うことによる業務負担の軽減

⑥「支援員マニュアル」による支援員の役割の明確化と精選

○特に授業中における授業者の負担軽減

△授業の特性に応じた支援員の支援内容や見取

りのありかた

△同時に複数実施される遠隔授業や、課外授業を

想定した対応策

（４）成果と課題

※「支援員マニュアル」については長崎県CORE事業ウェブページで公開予定

https://core-hs.news.ed.jp

授業における支援員による
機器操作のサポート
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２．市町村、高等教育機関、産業界等との協働によるコンソーシアムの構築と、
学校外の教育資源を活用した探究的な学びなどによる教育の高度化・多
様化に関する取組

具体的な取組内容と検証

（１）３年間の取組の概要

令和３年度：コンソーシアムの構築、地域等と連携した活動の充実

・各学校におけるコンソーシアムの構築
・合同行事などの連携の充実や、外部人材による遠隔授業の実施
・３校の協働的な学びの可能性の検証

令和４年度：探究活動等の充実

・外部人材の効果的な活用
・指定校における研究成果・方法の共有や合同発表会等の実施
・地域と連携した教科横断的な学びと探究活動についての研究

令和５年度：探究活動等の深化

・コンソーシアムや他校、外部人材との関わり等を通じた、各校の探究
活動の更なる充実と共同研究等の可能性の検証
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具体的な取組内容と検証

（２）島全体からの学びの創出

①『Uku Labo地域塾』 （宇久高校）

・地元の歴史や文化、行政、福祉、観光、漁業・畜産業等をテーマに、地

元の方を講師に招いての体験型の探究学習を通年で実施

・探究的な学びにおける研究の視点や手法等について、大学や高校の

先生を講師に招いて学習

宇久町観光協会を訪問
し、地元の人もまきこん
で島の魅力を発信するた
めの観光プランについて、
協会の方の助言を受け
ながら作成

地元の専門家の指導、
助言を受けて作った、地
元の魚を使った食品を、
地区行政センターで行わ
れる「ふれあい産業まつ
り」で販売

ＧＰＳ情報を使った移動
履歴地図描画システム
を製作して島の地図を
作成し、第１１回気象観
測機器コンテストで発表

３学期には島の小・
中学校の生徒や地域
の方を学校に招いて、
生徒発表会を実施し
て成果を共有
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具体的な取組内容と検証

（２）島全体からの学びの創出

小値賀町議会で「地
域探究発表会」を実
施し、 ３年生がこれ
までの地域探究活動
を提案型プレゼン
テーションで発表

活動の成果をまとめた
プレゼンテーションを
「地域活性化策コンテ
スト『田舎力甲子園』」
ファイナリストとして発
表し、優秀賞を受賞

②『小値賀学（地域探究）』 （北松西高校）

・高校３年間をとおして「生徒が自ら課題を見つけて、その解決策を見い

だしていく」学びを進め、成果を地域に還元・共有

・地域探究活動アドバイザー（元大学特任教授）による、生徒の活動や教

員の生徒への関わり方などに関しての指導・助言

地元企業の協力のもと、
未利用魚を使ったせん
べいを作って、ゴール
デンウィーク期間に島
内のショップや旅館等
で販売

地元のNPO法人の協力
のもと、自作のガイドブッ
クを作成してツアーガイド
を行い、高校生自身が観
光資源となるかたちで地
元の魅力をPR
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具体的な取組内容と検証

（２）島全体からの学びの創出

五島市奈留支所職
員の方による、地元
の現状や課題、地域
振興に向けた様々な
取り組みについての
講話

大学教授の指導のもと、
地元のまち歩きを行い、
調査活動の成果として
フォトマップを作成し、プ
レゼンテーションを実施

三大合同行事「歓迎
遠足」「かるた・百人
一首大会」「体育大
会」を終えての、小中
高合同打ち合わせ会

北松西高校の探究
学習の成果発表の
様子を視聴し、評
価を実施（指定校
間で相互に実施）

②『奈留実践』 『小中高合同三大行事』（奈留高校）

・小中高の児童生徒の企画・運営・協力体制の構築にもとづく、小中高合

同行事の実施

・大学の先生を講師に招いての、地元のトランセクトウォーク（コミュニティ

の調査活動）の実施
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２．市町村、高等教育機関、産業界等との協働によるコンソーシアムの構築と、
学校外の教育資源を活用した探究的な学びなどによる教育の高度化・多
様化に関する取組

具体的な取組内容と検証

（３）成果と課題

〇世代を超えた地域住民との交流による、視野や考え方の広がりや

協調性・協働性の育成

〇地域住民が学校の実態を知る機会の創出と重要性の再認識

〇地域の活性化につながる新たな学びの場の創出

〇地域との連携やふれ合いをとおした郷土愛の育成

〇探究的な学びをとおした地域の魅力や課題の再発見

△離島の学校間における、学校を越えた活動の実現のための工夫

△ノウハウの継承や継続可能な取組にするための運営体制の確立
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（１）相互配信型の長所や魅力をふまえた遠隔授業の実現

・地理的制約を超えた、多様かつ質の高い学びの実現

・相互配信型の遠隔授業における学び合いの推進

（２）小規模高校単独では実現の難しい特色・魅力ある教育活動の展開

・教育課程の共通化・相互互換性の向上による多様な選択科目の実現

・学校間連携の進展によるそれぞれの学校の更なる魅力化

（３）一島一校ならではのコンソーシアムの構築

・長崎ならではの地理的特性を活かした、地域との連携体制の構築

事業３年間の取組をふまえた総括

遠隔授業における「長崎モデル」
（小規模校によるネットワークモデル）の構築



16

今後の展望（遠隔授業を中心とした新たな学びの展開）

【遠隔教育センターが提供するもの】
従来、学校だけで提供できなかった新たな学び
ＩＣＴによる時間と空間を超えた豊かな学び

生徒が選び、自ら学ぶための多様なチャンネル

ＤＸで広がる学びの可能性 ― 新時代の学びのキー・ステーション

長崎県遠隔教育センター（仮）
対象となる学校等

離島・半島部の小規模県立高校
その他の県立高校

特別支援学校、市町立小学校・中学校
公立学校の教職員

遠隔授業等の配信 多様な学びのコンテンツ開発

小規模高校
等への遠隔
授業配信

大学入試
等への対応

公務員指導

就職指導

探究活動
(大学・企業との

協働)

国際交流
(海外の学校や留
学生との交流等)

キャリア教育
(商品開発、
企業体験等)

教員研修
(リアルタイム／オン

デマンド)資格取得

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

遠
隔
授
業
等

多
様
な
学
び

主なスケジュール

機器の整備 施設の整備

公務員、資格取得等に対応した配信

授業配信
単位認定

探究的な学びの
コンテンツ開発

教員研修の配信

キャリア教育・国際交流に係る配信

探究コンテンツ
配信

大学入試や習熟度に対応した配信

開設
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文部科学省委託事業 

令和５年度 地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働ネットワーク構築事業 

（ＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク構想） 
 

【長崎県】遠隔授業における受信側支援員の役割について 

令和５年３月１７日初版 

令和６年１月１８日改訂 

 

受信校側には、教員免許を有した授業補助者（支援員）を配置する必要がある（※令和５年

度末時点。今後規則の改正等で変更の可能性あり）。遠隔授業における授業補助者の役割につ

いては以下のとおりとする。 

 

１．授業の事前・事後

の打合せ 

・配信計画の日時等の確認 

・時間割変更等の有無の確認 

・授業プリント・課題の確認、受け取り 

・授業内容及び授業者が特にサポートを要望することがあればそ

の内容等 

・授業開始または継続が困難な場合の指示内容の確認 

・（必要に応じて）生徒に関する授業者との情報交換 

・受信機器の開始前の準備、操作（一斉視聴の場合） 

２．授業前の受信準備 ・使用教室を生徒に連絡 

・機器の配置・準備 

・授業プリント・課題の配付（必要に応じて印刷） 

・出欠情報の連絡、管理※１ 

３．授業中の補助作業 ・機器トラブル、通信トラブルの対応 

・生徒の操作補助（ツール類の操作方法は授業者が生徒へ説明す

るのでその補助） 

・授業開始または継続が困難な場合の指示等の対応※２ 

・授業中の生徒観察 

・授業の録画（授業者が録画操作を実行していない場合） 

４．考査、成績処理 ・考査問題及び答案の送受信※３ 

・考査問題の印刷 

・考査実施中及び終了後の質問受付※４ 

・答案の返却、成績単票の作成・提出 

・考査に関する情報（授業の実施時数等）の管理 

・評価の換算（受信校基準） 

５．その他 ・授業動画の事後視聴の時間調整（授業者または教科主任等と） 

・配信者を自校に迎えての対面指導における課題配付・監督 

・使用教室・機器の定期的な整備 
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【注】 

※１ 生徒の出欠の連絡については、個人情報を含む場合があることをふまえ、他の者が知

りえない方法で行う。配信授業内のチャットは授業者及び支援員以外にも見える形で

記録が残るため、使用しないこととする。 

※２ 支援員が即時対応できないトラブルが発生した場合は、チャット等で授業者と連絡を

取り合い、自習等の指示について確認し、指示を行う。連絡を取ることが難しい場合

は、事前の申し合わせにもとづいて支援員の判断で指示を行う。 

※３ 考査問題及び答案の送受信については【別紙】考査実施マニュアルをもとに実施す

る。 

※４ 考査に関する質問については、基本的に受け付けるのみとしてその場で回答はせず、

随時授業者に連絡する。 
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遠隔授業で使用する主な機器・アプリケーション 

機器 

１人１台端末（Windows10）（内蔵カメラ、マイク、スタイラスペン、マウス） 

 ビデオカメラ（USB カメラ） 

 スピーカーマイク（拡張スピーカーマイク） 

 イヤホン（ヘッドセット） 

 外部ディスプレイ 

 モバイルルーター（教室外用または教室内補助用） 

 その他接続用アダプタ、コード等 

 

 機器については、受信校により機種や台数、受信時に使用する機器が異なる。 

 参考）遠隔教育システム活用ガイドブック 

    長崎県コアハイスクールネットワーク構想サイト・遠隔授業準備マニュアル 

    遠隔授業実施マニュアル（長崎県教育庁高校教育課 ICT 教育推進室） 

 

 受信側支援員としては、特に授業進行に関わる事項、たとえば 

・お互いの映像・音声が届いているか 

・生徒のマイクの消し忘れでハウリングが起きていないか 

・授業の録画を授業者が実行しているか 

 等に気をつける必要がある。 

 

アプリケーション 

 Microsoft Teams 

 Microsoft PowerPoint 

 MetaMoJi ClassRoom 

 Web ブラウザ（Microsoft Edge、Google Chrome 等） 

 Microsoft Excel、Word 等 

 動画再生ソフト 

 

 受信側生徒は主に Teams、MetaMoJi ClassRoom の操作となる。 

 これらのアプリケーションおよび Windows の操作に慣れて、授業中に操作に詰まって

いる生徒の補助を行うことができるようにする。 

 

・Teams「N-StuDX［えぬすた］」チームの「11_１人１台パソコン研修動画」等の活用 

  Windows10アプリの活用、Office系アプリの共同編集、Teamsの活用（授業編） 

などの説明動画 

  

https://www.mext.go.jp/content/20210601-mxt_jogai01-000010043_002.pdf
https://core-hs.news.ed.jp/achievements_r3
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遠隔授業中に実際に起きたトラブル 

以下は、過去に長崎県で実施された遠隔授業中に実際に起きたトラブルです。 

 トラブル 対応例 

1 配信側でマイクをオフにしたまま数分間授業

が進んだ。 

受信側の生徒がジェスチャーで、および受信側

支援員がチャットで連絡した。 

2 受信側でスピーカーをオフにしたまま数分間

授業が進んだ。 

受信側支援員がTeams会議で使用するスピーカ

ーの設定ミスに対応した。 

3 資料共有時、受信側に表示されないまま配信

側が解説を始めた。 

受信側支援員がチャットおよび音声で連絡し

た。 

4 ブレークアウトルームに分かれての議論でフ

ァシリテーター役がはっきりせず議論が進ま

なかった。 

次回はファシリテーター役を明確にすることと

した。 

5 生徒に発言させた後、配信側が話し始めると

ハウリングが発生した。 

受信側で共用マイクをオフにした。通常受信側

はマイクオフの状態で配信を受ける（又は生徒

がそれぞれヘッドセットを利用する）。 

6 複数の外部ディスプレイを使用している時、

マウスの場所がわからなくなり共有資料のペ

ージ切り替えに手間取った。 

タッチペンを用いた。Windowsショートカット

も利用できる。また、設定でCTRLキーによりマ

ウス位置を強調表示することができる。 

7 資料共有時（PowerPoint、MetaMoJi、ブラ

ウザ、動画等）切り替え操作に時間が掛か

る。 

操作の習熟や、１コマ内での使用アプリケーシ

ョンを限定するなど、授業者間で情報交換を行

った。 

8 遠隔授業中ではないが、マイクロソフトで大

きな障害が発生し、Teams会議やOutlookメー

ルなどが正常に使用できない・ログインでき

ない状態が半日程度続いた。 

重要な会議が予定されている場合には、Teams

会議だけでなく、他のWeb会議システムでの開

催も予備として準備しておく。 

9 校外配信中、前もって準備していた動画を共

有しようとしたが動画を開始することができ

なかった。 

数分間のラグの後、他の教員が同じ動画をもっ

ていてそちらから共有することができた。トラ

ブル原因は不明。校内では動画再生・共有OK。 

10 屋外配信中に風が強くて音声が乱れた（PCの

カメラ・マイクを使用しての中継）。 

車の影に隠れて配信した。次回からはヘッドセ

ットと外部カメラも検討するとした。 

11 配信側の通信状況が悪く、映像、音声ともに

受信側に届かない状況が続いた。 

受信側が授業者と連絡を取り、自習の指示を行

った。後日、通信状況の比較的良い時間帯に時

間割を変更した。 
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文部科学省 遠隔教育システム活用ガイドブック 第３版より引用 

教科・科目充実型の遠隔授業を行う際の主な留意事項について 

生徒数 

同時に授業を受ける生徒数は、原則として40人以下とすること。 

配信側 

受信側の高等学校等(生徒の在籍する高等学校等)の身分を有すること。 

学校種や教科等に応じた相当の免許状を有すること。 

受信側 

原則として教員を配置するべきであること。 

※病室等において病気療養中の生徒等に対して遠隔授業を行う場合には、教員配置は必ずしも要しない

(その場合には、病室等での通切な体制整備が必要) 

学習評価 

単位認定等の評価は、配信側の教員が行うべきであること。(受信側教員はそれに協力) 

その他 

遠隔授業を行う教科・科目等の特質に応じ、対面により行う授業を相当の時間数行うこと。 

36単位を上限とすること。 

※病室等において病気療養中の生徒等に対して遠隔授業を行う場合には、単位数上限の算定には含めな

い。 

 

  

参考資料 
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文部科学省 遠隔教育システム活用ガイドブック 第３版より引用 

授業補助者の役割 

受信校側には、教員免許を有した授業補助者を配置する必要があります。遠隔にいる授

業者がスムーズに指導できるためには、授業補助者の役割が非常に重要です。授業補助者

の役割について以下に示します。 

  

事前事後の打合せ 

授業の前後に打合せを行う。授業内容の確認、当日使用するワークシートを中心とする使用教材の確

認、評価規準とその判断基準の確認を行う。授業後は、次回の授業内容の確認、準備物の確認を行うと

ともに、学校行事などにともなう時程調整なども行う。 

機器操作 

機器の立ち上げや、トラブル時の対応などを行う。 

印刷物の配布 

生徒に印刷物を配布する必要のある場合は、その印刷配布を行う。 

生徒の観察 

授業者から生徒の状況を確認することには限界があるため、補助者が生徒の意欲や態度などを観察し、 

学習評価シートに記録して授業者と共有する。 

進捗状況の伝達 

教員用タブレット端末を使用して、生徒の状況を撮影しながら机間指導を行う。 

授業の記録 

授業記録の作成を行う。 

教科指導の補助 

生徒の状況を確認しつつ、授業者の指示を繰り返したり助言したりする。目の前に授業者がいない状況

では対面授業に比べ、授業への集中が欠けてしまいがちなので、積極的に生徒に声掛けを行う。 

タブレット操作の補助 

生徒のタブレット端末の操作補助を行う。 

 

 

参考資料 



文部科学省委託事業 

令和５年度 地域社会に根ざした高等学校の学校間連携・協働ネットワーク構築事業 

（ＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク構想） 

 

【長崎県】遠隔授業における評価についての実践事例 

 

１ 評価の方法 

 

（１）授業中に実施する思考・判断・表現活動における観察・評価 

   評価対象 ： 個人 

   評価者   ： 授業者・支援員 

評価観点  ： 知識・理解 / 思考・判断・表現 / 学びに向かう力 

使用ツール ： カメラ・MetaMoji・ClassNotebook・Teams（Word・PowerPoint）など 

   概要    ： 記述などの思考・判断・表現の活動を、 

①紙面上で実施→カメラで撮影・TeamsやMetaMojiにアップロード 

②クラウド上で実施、授業中およびその後に評価 

   評価方法 ： 提出状況および記述内容の評価 

事例 ： ①遠隔授業における授業中の表現活動 

②地理総合におけるグループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

（２）デジタルノートなどにおける作業量やその内容の評価 

評価対象 ： グループ・個人 

   評価者 ： 授業者 

評価観点 ： 思考・判断・表現 / 学びに向かう力 

   使用ツール ： MetaMoji・ClassNotebook・Teams（Word・PowerPoint）など 

   概要 ： 記述などの思考・判断・表現の活動をクラウド上で実施。授業中およびその後に評価。 

記述者が区別できるツールや方法を用いると、グループ活動内での個人の評価も可能。 

   評価方法 ： 参加・提出状況・グループへの貢献度などを評価。 

事例 ： 地歴、公民におけるポートフォリオによる協働記述、協働活動 

 

MetaMoji個別学習ページ（歴史総合）       MetaMoji個別学習ページにグループワークの 

成果を記載（個人の見取り） 
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ポートフォリオの協働記述（MetaMoji クラス学習ページ） 

類例：色分けによる個人の活動の見取り（地歴、公民） 
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（３）共同作業や全体での発表活動におけるパフォーマンス評価 （実施コスト大） 

評価対象 ： 個人 

   評価者 ： 授業者 

評価観点 ： 思考・判断・表現 / 学びに向かう力 

   使用ツール ： MetaMoji・ClassNotebook・Teams（Word・PowerPoint）など 

   概要 ： ブレイクアウトルームを用いた討議における姿勢や作業状況を観察・評価する。 

   評価方法 ： 参加状況・グループへの貢献度（姿勢・積極性）などを評価。 

備考 ： リアルタイムでの観察で評価の公平性を考えると、班編成に応じた人数配置が必要 

              ビデオ録画での授業後の観察になると、＋αの作業や時間が必要になる。 

   事例 ： 歴史総合における対話活動 

英語科における発表活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業中および課題によるポートフォリオ評価 

評価対象 ： 個人・グループ 

   評価者 ： 授業者 

評価観点 ： 思考・判断・表現 / 学びに向かう力 

   使用ツール ： MetaMoji・ClassNotebook・Teams（Word・PowerPoint）など 

   概要 ： 授業後の振り返りや授業中に扱った内容をテーマとした課題などの作成物を評価対象 

とする。 

   評価方法 ： 提出状況および自己評価・相互評価で算出した得点に傾斜をかけて評価する。 

事例 ： 地歴総合におけるポートフォリオ 

地理総合における写真コンテスト（Wordで提出・Formsで投票） 

              現代社会における SDGsポスター / ニュースの捉え方 

（Teamsの指定フォルダに元データを配置→各自DL・編集→Teamsに提出） 

ブレイクアウトルームに 

おける活動用の資料 
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（５）Formsによるアンケート・小テストの実施 

評価対象 ： 個人 

   評価者 ： 授業者 

評価観点 ： 知識・理解 / 思考・判断・表現 / 学びに向かう力 

   使用ツール ： Formsなど 

   概要 ： 授業で実施した内容を題材とした表現活動・小テストを実施 

   評価方法 ： 参加する姿勢・小テストでの得点を評価とする。 小テストは事前設定で自動採点可能 

事例 ： 歴史総合における小テスト、アンケート（Formsで実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各事例における「活動のタイミング」「日常的な評価」「実施に伴うコスト」について 

 

 

 

 

活動のタイミング： 授業内（ （１）・（２）・（３）・（４） ） 授業後（ （２）・（４）・（５） ） 

日常的な評価  ： （１） ＞ （２） ＞ （３） ＞ （４） ＞ （５） 

実施に伴うコスト： （３） ＞ （５） ＞ （４） ＞ （２） ＞ （１） 

地理総合写真コンテスト 

（Wordで提出・Formsで投票） 

現代社会：SDGsポスター/ニュースの捉え方 

歴史総合における Formsのインサイト 

（詳細な情報は Excel形式で取得可能） 
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２ 観点別評価について 

 

（１）出欠の情報 

   配信者 ：Teamsを使用する場合は、会議参加をもって出席とみなす（出席者レポートの送受信） 

   受信校 ：支援員を通じて情報を授業者へ逐次連絡し、各校の出席簿へ記入 

課題   ：コスト大（手間がかかる）、情報セキュリティの面で連絡方法等における慎重な運用が必要 

 

（２）相互評価シート（１-（４）に該当） 

評価者 ：授業者 

   課題   ：コスト削減と公平性の確保を中心に検証中 

 

手順① 年度当初に提出した「年間授業評価予定・実施表」をベースに、「相互評価シート」を作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相互評価シート」に評価基準 

を観点別に転記 
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手順② 各生徒による授業後の記述（時間が不足する場合は授業後やテスト前の学習で充足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順③ 生徒の記述に基づいて評価を調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）授業中における見取り（１-（１）に該当） 

評価者 ：授業者 

課題   ：画面を通しての見取りが難しいことをふまえ、MetaMojiの活用を検証中 

       受信校の支援員の関わり方 

 

（４）課題の提出・ノートチェック（１-（４）に該当） 

評価者 ：授業者 

   課題   ：TeamsやMetaMojiを利用した提出を推進 

① ② ③ ④

出席番号 氏名 単元シートNo. 小単元No. ５W１H 相互評価 理解度 総合評価 ③＋④

0 北松太郎 1 1 3 2 3 8 11

1 2 4 3 4 11 15

1 3 6 2 3 11 14

1 結論 4 3 3 10 13

2 1 3 5 4 12 16

2 2 6 3 4 13 17

2 3 6 1 3 10 13

2 4 5 3 4 12 16

2 結論 5 1 4 10 14

総合 42 23 32 97 129

評価件数 9 9 9 9

評価 78% 51% 71% 72% 72% 180

16 20

知識 思考

20 40

１学期末集計

得点換算
29

主体性

満点 40
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